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(１)人口 

 

本市の人口は、昭和35(1960)年の国勢調査で81,162人でしたが、高度経済成

長期における若年層の流出によって著しい減少を招き、以後も減少で推移して

います。 

平成17(2005)年の国勢調査では、43,149人となっており、平成７(1995)年か

らの10年間で5,390人、平成12(2000)年からの５年間でも2,529人の減少となっ

ています。 

■ 人口の推移 単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

注）年齢不詳人口があるため、必ずしも合計人口と一致しない。 

 

 

本市人口の年齢階級別割合は、昭和35(1960)年から平成17(2005)年までの45

年間で、年少人口(０～14歳)が20.0ポイント、生産年齢人口(15～64歳)が7.5

ポイント低下しています。しかし、老年人口(65歳以上)は27.5ポイント上昇し

ており、急速に少子化、高齢化が進行しています。 

 

● 人口の減少 

● 少子高齢化の進行 
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第第２２章章  庄庄原原市市のの地地域域特特性性  

２ 人口、世帯数 
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備北丘陵公園などの豊富な観光資源

犯罪が少ないなどの治安の良さ

温泉、保養施設の充実
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子どもの将来のこと

52.2
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人口の減少、少子化の進行

医療機関の整備や利便性

地元産業の衰退

空店舗や空屋の放置

娯楽施設の不足

住民意向アンケート調査の主な項目を、市民の声として整理します。 

■住民意向アンケート(上位５位)                         単位：％ 

問：庄原市の自慢できるものは、何だと思いますか。(３つ以内に○) 市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

問：庄原市のいやなところ不満な点は、何だと思いますか。(３つ以内に○) 市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

問：あなたは将来に対して、どんなことが不安ですか。(２つ以内に○) 市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第２２章章  庄庄原原市市のの地地域域特特性性  

７ 市民の声 
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(１)人口フレーム 

 
本市の人口は、著しい減少が続いており、平成13(2001)年に作成された財団

法人日本統計協会資料によると、10年後にあたる平成27(2015)年の人口は、

35,964人と予測されています。 

本計画では、産業の振興や都市基盤の整備、総合的な生活環境の充実によっ

て定住を維持・促進するものとし、平成27(2015)年の目標人口を、現在とほぼ

同数の43,000人に設定します。 

■ 将来目標人口                                単位：人 

 

 

 

 

 

 

 

 

推計資料：財団法人 日本統計協会 

注）平成22年人口は、平成17年と平成27年の中間値  

■ 年齢階級別割合の目標                            単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）昭和60年から平成17年までは国勢調査。平成27年は、新市建設計画における目標人口の構成

比による。平成22年は、平成17年と平成27年の中間値。 

● 10年後の目標人口43,000人 

 

第第３３章章  基基本本理理念念とと将将来来像像  

６ 基本フレーム 
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